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3次元設計データ作成

設計図書（平面図、縦断図、横断図）の取込み1

図面の取込み

① 建設CADを起動します。

② 「1平面図.p21」「2縦断図.p21」「3横断

図.p21」「4横断図.p21」「5横断図.p21」「6
横断図.p21」の図面ファイルをドラッグ＆ド
ロップで開きます。

③ ［図面番号で並べ替え］をクリックし、［実行］
をクリックします。

④ ［OK］をクリックします。

⑤ 図面が取り込まれ、画面下にページが追加され
ました。

国土交通省では平成25年度より1万m3以上の土工でTS出来形管理が一般化されました。
さらに都道府県と政令指定都市の発注工事での活用に向けて、今後ますます普及が進む状況です。

TS出来形管理を行うには、3次元設計データを作ることから始まります！
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－ 2 －

主要座標点の入力（路線主要点、工事基準点など）2

座標一覧表のEXCEL出力

① ［土木］－［表］－［表属性付加］をクリック
します。

② 平面図上の座標一覧表を範囲指定します。

③ ［書込み］をクリックします。

④ EXCELに変換されます。

１

座標の入力

① 「A2」セルから「D12」セルまでを選択して、
コピーします。

② 建設CADの画面に戻り、［キャンセル］をク
リックして表設定を閉じます。

③ ［測量計算」－［座標入力］をクリックします。

④ 右クリック［貼り付け］で座標を貼り付けます。

⑤ ［閉じる］をクリックします。

3

4

武蔵では図面上の表をEXCELに出力して
再利用することができます！
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－ 3 －

横断図面照査3

横断設計照査

① 横断図に切り替えます。

② ［土木］－［横断設計照査］をクリックします。

③ ［追加］をクリックします。

④ 変化点を指定していきます。
＊出来形計測時の仕上がり形状の変化点を指定
していきます。

⑤ 右クリック［OK］をクリックします。
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⑥ 名称、DL（高さ基準）、CL（センター位置）、
縮尺の値をそれぞれ確認します。
＊正しい値になっていない場合は、手動で設定
することができます。

⑦ 各変化点の値を確認します。

⑧ ［表配置］をクリックします。

⑨ 適当な位置に表を配置します。

⑩ ［追加］をクリックして、残りの断面も同様に

行います。

⑪ ［終了］をクリックします。

⑫ ページを変更して、②から繰り返します。

6

7

8

9

「寸法補助点表示」にチェックをつけると、

寸法線の延長上に補助点が表示されます。

Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ
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クリックする位置を間違えてしまった場
合は、右クリック［後退］で戻せます。
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－ 4 －

基本設計データの入力４

平面線形の入力

① ［測量計算］－［3次元設計データ作成］をク
リックします。

② ［設定］をクリックします。

③ 設定を確認して［OK］をクリックします。
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④ 今回は計算条件を右図のように設定します。

⑤ ［線形入力］をクリックします。

6

⑦ [線形の中心線を指定]の文字が出たら、チェックマー
ク付近の中心線上でクリックをします。
この作業を線形が終わるまでつなげていきます。

⑧ [つながる線を指定]で線形が終了する[EP点]まで選択

したら右クリックでOKを選択します。

⑨ ［OK］を選択すると右記の表が完成します。

5

⑥ [CADから数値を取得する]を選択します。
選択を押下することで下記メッセージが出ます。
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－ 5 －

［数値チェック］－［表配置］で計算結果をCAD上に配置できます。

Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ
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⑩ 入力が完了すると
[IP点の点番・点名を付け直します。よろしいですか。]
のメッセージが出ますので[はい]をクリックします。

⑪ ［センター表示］をクリックします。

⑫

⑬

中間点が計算されます。

表示画面【右下】の3Dモニタでも線形が確認できます。
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⑤ ③で[OK]を押下すると縦断表から情報を取得し、
[取得しました]のメッセージが出ますのでOKをク
リックします。

OKをクリックすると縦断表の情報が計画入力画面
に反映されます。

⑥ 縦断情報を入力すると、画面右下の３Dモニタで縦
断入力後のデータを確認することができます。

右クリックを押しながら回転させることで立体的に
確認することができます。

－ 6 －

縦断線形の入力

① ［縦断］をクリックします。

② 線形入力の際に使用した[CADから数値を取得
する]を縦断入力でも活用します。

③ 縦断表項目欄の[測点番号]・[追加距離]・[計画
高]を範囲指定。
確定する場合は[右クリック]を押して[OK]をク

リックします。

④ もし複数ページがある場合は④の ボタンをク
リックすることで次ページへ進むことができます。
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各項目の左上でクリック。

項目を囲うようにして

右下で再度クリックします。
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－ 7 －

入力データの合成

① ［自動作成］をクリックします。

② ［いいえ］をクリックします。

③ 「既存の作業データから」を選択して［次へ］を
クリックします。（平面の選択）

④ 「既存の作業データから」を選択して［次へ］を
クリックします。（縦断の選択）

⑤ 「設計照査データから」を選択して［次へ］を
クリックします。（横断の選択）

⑥ ［はい］をクリックします。

⑦ 解析結果を確認して［作成］をクリックします。

⑧ 3D形状が作成されます。
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－ 8 －

入力データの各種設定5

構成要素の設定

① ［構成要素］をクリックします。

② ［横断図(選択断面)］をクリックします。

③ 各断面に構成要素が設定されていることを確認
します。［選択断面］や［次］ボタンで断面を
切り替えることができます。

構成要素は自動で設定されますが、手動で変更
することもできます。

Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ
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工種設定

① ［工種設定］をクリックして、［工種一覧］を
クリックします。

② 各断面に設定されている工種を確認します。

③ ［OK］をクリックします。
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出来形設定

① ［出来形設定］をクリックします。

② 各断面で設定されている管理項目を確認します。

出来形設定は自動で設定されますが、手動で変更することもできます。

基準高、法長・・・設定したい箇所をクリックします。
削除する場合は、すでに設定されている箇所をクリックします。

幅・・・設定したい箇所を2点指定でクリックします。
削除する場合は、すでに設定されている箇所を2点指定でクリックします。

Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ
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－ 9 －

XMLデータの書込み6

XMLデータの書込み

① ［書込み］－［基本設計］をクリックします。

② 「路線名」「工事名」「施工業者名」を入力
します。

③ ［基準点・水準点］をクリックします。

④ 出来形計測で使用する基準点を選択します。
（T-01、A-1、A-3、A-4）

⑤ 種類セルをダブルクリックして、基準点の種類を
選択します。
今回は「4級基準点」を選択します。

⑥ ［OK］をクリックします。
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⑦ ［座標系設定］をクリックします。

⑧ 現場に合わせて「水平座標系」を選択します。

⑨ ［OK］をクリックします。

⑩ ［書込み］をクリックします。
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XMLデータ

⑪ 保存先とファイル名を指定して［保存］を
クリックします。
XMLファイルが出力されます。

作成した設計データはGoogle Earthのデータへ出力ができます。

【出力例】

＊出力したデータを開くには、GoogleEarthがインストールされている必要があります。
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－ 10 －

CAD製図基準に準拠した平面図、縦断図、横断図から自動解析して、設計データを作成することも
できます。

Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ

横断図

平面図 縦断図

CAD製図基準に準拠した図面



3次元設計データ作成

－ 11 －

“作る”から“利用する”へ 3次元設計データ活用のご紹介７

現場端末システム【トレンドフィールド】

3次元設計データ作成・計測データの連携活用フロー

基本設計XML
（設計）

基本設計XML
（設計）+（計測）

切削オーバーレイ
（設計）

舗装展開図
（設計）+（計測）

土工出来形図
（設計）+（計測）

切削オーバーレイ（設計）
データを利用して、TS出来形
設計データが簡単に作成でき
ます。

「舗装展開図」「計算書」が作成で
きます。

横断丁張で「土工出来形図」が作成できます。



－ 12 －

切削オーバーレイから設計データ作成

① ［切削オーバーレイ］で計画データを入力
します。

② ［TS出来形設計］の［読込み］－［切削デー
タ］から切削オーバーレイデータを読込みます。

③ 設計データが作成されます。

切削オーバーレイ（修繕工事）の計画データが
完全連携。

3次元設計データ作成の手間が格段に低減され
ます。

Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ
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切削オーバーレイ

TS出来形設計

3

出来形計測データの利活用

① ［3次元設計データ作成］の［読込み］－［線形
XML］から計測済みのXMLデータを読み込みます。

② ［線形変換］から「横断丁張」「舗装展開図」の
各プログラムへ出力することができます。

計測済み
XMLデータ

横断丁張 舗装展開図

TS出来形設計

2

1

出来形計測データを出来形帳票に利用するだけ
ではなく、図面作成の効率化、発注者へのわか
りやすい資料として利用することができます。
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発注図と重ねて、出来形図作成 舗装展開図作成



－ 13 －

出来形計測データの座標登録

① ［3次元設計データ作成］の［読込み］－［線形
XML］から計測済みのXMLデータを読み込みま
す。

② ［3次元設計データ作成］－［計測点を座標登
録］をクリックします。

③ 計測点が座標登録されます。

④ ［座標プロット］や［法面展開図］で利用する
ことができます。

１

計測済み
XMLデータ

2

3

座標プロット 法面展開図

法面展開図を展開せずに配置できるようにな
りました。

Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ

TS出来形計測結果の表出力

① ［出来形管理］で計測済みのXMLデータを
取り込みます。

② ［表出力］をクリックすると、EXCEL形式で
出力されます。

１

計測済み
XMLデータ

上段の豆図上に、測定項目と設計値・実測
値・差を配置し、下段の一覧表に、各構成
点の実測座標値をレイアウトした帳票形式
のEXCELファイルが作成できます。

Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ
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